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要旨
愛知県名古屋市で採集されたドジョウのミトコンドリアDNAのCytb遺伝子の塩基配列を決定し，系

統の判別を行った．2011年から2021年に採集された20個体の標本について解析を試みたところ，12個体
について明瞭な塩基配列が決定され， 1 個体は北日本に分布する系統， 2 個体は日本列島の在来系統，
9 個体は中国系統だった．中国系統は人為的に持ち込まれた外来系統と考えられており，名古屋市内に
広く分布する可能性が示された．北日本に分布する系統は東海地方初記録であり，キタドジョウもしく
はドジョウ属の隠蔽種と考えられる．

序文
ドジョウMisgurnus anguillicaudatusは，北海道から

琉球列島まで日本全国の河川や水路に広く分布する淡水
魚とされてきた（宮地ほか，1976；川那部ほか，2001）．
しかし，近年の遺伝的解析と形態学的な比較の結果，こ
れまでドジョウとされてきた種は，北海道から九州及び
屋 久 島・ 種 子 島 に 分 布 す る 狭 義 の ド ジ ョ ウM. 
anguillicaudatus，北海道から関東及び北陸地方以北に
分布するキタドジョウM.�sp.�（Clade�A），奄美大島等に
分布するシノビドジョウM. amamianus，沖縄島に分布
するヒョウモンドジョウM.�sp.�OKに分類されている

（中島・内山，2017；Nakajima�and�Hashiguchi,�2022）．
さらに，日本列島のドジョウ（狭義のドジョウ）には日

本列島在来と中国大陸由来の 2 系統があり，どちらも日
本国内に広く分布することが知られている（小出水ほ
か，2009；清水・高木，2010；向井ほか，2011；西田ほ
か，2011；林ほか，2022）．また，それらは形態的にも
区別できると考えられている（松井・中島，2020）．そ
れらに加えて，栃木県における多数個体のミトコンドリ
アDNA（mtDNA）の解析では韓国由来とされる系統も
見つかっている（小出水ほか，2010）．このように，日
本列島には在来・外来の様々な系統のドジョウが分布し
ているが，名古屋市にどのようなドジョウが分布するの
かは明らかにされていない．ドジョウはレッドリストあ
いち2020（愛知県，2020）及び名古屋市版レッドリスト
2020（名古屋市，2020）では絶滅危惧II類（VU）とさ
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れており，河川や水路の改修による環境変化と，中国大
陸原産の外来種カラドジョウM. dabryanusの侵入によ
る競争の影響が危惧されているが，今後のドジョウの保
全のためには，愛知県内あるいは名古屋市内に在来系統
のドジョウがどの程度残っているのかを明らかにするこ
とが重要である．そこで本研究では2011年から2021年に
名古屋市内で採集され，なごや生物多様性センターで保
管されているドジョウの標本を用いて，mtDNAの部分
塩基配列の解析を行ったので，報告する．

材料と方法
解析には2011年 5 月24日から2021年10月19日までに名

古屋市内の10地点で採集された20個体のドジョウを用い
た（表 1 ）．採集されたドジョウはただちに100％エタ
ノール中に保存されており，鰭の一部を用いてDNAの
抽出を行った．DNAの抽出から塩基配列の決定は向井
ほか（2011）に従い，mtDNAのCytb遺伝子の部分塩基
配列を決定した．得られた塩基配列は，Clustal�W

（Larkin�et�al.,�2007）でアライメントし，MEGA7（Kumar�

et�al.,�2016）で塩基配列差異の計算を行うことでハプロ
タイプ（塩基配列型）を判別した．各個体の塩基配列は
国際塩基配列データベース（INSDC）に登録した（登
録番号LC726169-LC726180）．得られた塩基配列は，カ
ラドジョウ（登録番号AB674742：向井ほか，2011）を
操作上の外群として，小出水ほか（2009）の147種類（登
録番号AB473261-AB473407）及び向井ほか（2011）の
6 種類のハプロタイプ（登録番号AB674743-AB674748）
とともにアライメントし，近隣結合法（Saitou�and�Nei,�
1987）による系統樹の推定を行った．遺伝距離の推定は
木村の 2 変数モデル（Kimura，1980）を用いて行った．
樹形の信頼性は1,000回のブーツストラップ反復によっ
て推定した．

結果
DNAの抽出を行った20個体のドジョウのうち，2012

年に矢田川で採集された 1 個体（NBC-FI.0002）と2015
年以降に採集された12個体のうち11個体についてPCRで
の良好な増幅が確認され，1120塩基対の塩基配列を決定

表 1 ．解析に用いた名古屋市産ドジョウ標本．
標本番号 採集年月日 採集地 解析結果

NBC-FI.0001 2011年 8 月24日 市民水田（名古屋市港区西福田） ×
NBC-FI.0002 2012年 5 月 6 日 矢田川（名古屋市東区矢田町寺畑） 中国系統
NBC-FI.0003 2013年 6 月 1 日 戸笠池（名古屋市緑区鳴海町螺貝） ×
NBC-FI.0004 2015年 5 月 6 日 矢田川（名古屋市東区矢田町寺畑） 中国系統
NBC-FI.0005 2021年 6 月26日 戸田川生態園（名古屋市港区西蟹田） 在来系統
NBC-FI.0006 2020年 3 月28日 才井戸流（名古屋市守山区中志段味才井戸流） ×
NBC-FI.0007 2020年 3 月28日 才井戸流（名古屋市守山区中志段味才井戸流） 在来系統
NBC-FI.0008 2013年 9 月15日 東ノ池（名古屋市緑区桶狭間） ×
NBC-FI.0009 2020年 3 月28日 才井戸流（名古屋市守山区中志段味才井戸流） A系統
NBC-FI.0010 2012年 6 月 4 日 ビオでん（名古屋市港区西福田 3 丁目） ×
NBC-FI.0011 2014年 3 月 7 日 矢田川（名古屋市東区矢田町寺畑） ×
NBC-FI.0012 2012年 6 月 4 日 矢田川（名古屋市東区矢田町寺畑） ×
NBC-FI.0013 2021年10月19日 山崎川（名古屋市瑞穂区師長町） 中国系統
NBC-FI.0014 2021年10月19日 山崎川（名古屋市瑞穂区師長町） 中国系統
NBC-FI.0015 2021年10月19日 山崎川（名古屋市瑞穂区師長町） 中国系統
NBC-FI.0016 2021年10月19日 山崎川（名古屋市瑞穂区師長町） 中国系統
NBC-FI.0017 2021年10月19日 山崎川（名古屋市瑞穂区師長町） 中国系統
NBC-FI.0018 2015年 4 月16日 植田川（名古屋市天白区植田南 １ 丁目） 中国系統
NBC-FI.0019 2013年 9 月15日 大根池（古屋市天白区天白町大字島田山ノ杁） ×
NBC-FI.0020 2015年 5 月15日 矢田川（名古屋市東区矢田町寺畑） 中国系統
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することができた．2011年から2014年に採集された 7 個
体と，2020年に才井戸流で採集された 1 個体（NBC-
FI.0006）はPCRによる増幅が見られず，塩基配列は決
定できなかった．得られた塩基配列を小出水ほか（2009）
及び向井ほか（2011）の153種類のハプロタイプととも
にアライメントし，系統樹を推定した結果，�名古屋市産
のドジョウは小出水ほか（2009）におけるA，B，Cの
3 系統にそれぞれ含まれた．図 1 には，小出水ほか

（2009）の147種類のハプロタイプのうち，A系統の11ハ
プロタイプと愛知県で見つかっている18ハプロタイプ，
小出水ほか（2009）では愛知県で見つかっていないが本
研究で得られた塩基配列と同一の 1 ハプロタイプ

（H047），向井ほか（2011）の岐阜県産 7 ハプロタイプ
（外群のカラドジョウ含む）を選定して，本研究で決定
した12個体の塩基配列とともに推定した近隣結合樹を示
した．本研究の12個体のうち，標本番号NBC-FI.0013と
NBC-FI.0014及びNBC-FI.0016とNBC-FI.0017は，それぞ
れ同一のハプロタイプだった．A系統は 1 個体，B系統
は 9 個体，C系統は 2 個体であった．

考察
本研究で塩基配列が決定できた 5 地点12個体のドジョ

ウのmtDNAは 3 系統に分けられた．小出水ほか（2009）
はCytb遺伝子の塩基配列に基づいて，それぞれヨーロッ
パドジョウ系のクレードA，中国ドジョウ系のクレード
B，在来ドジョウ系のクレードCとしているが，同様の
結果はmtDNAの調節領域の解析でも得られており，
Morishima�et�al.（2008）は北日本のものをクレードA，
在来系をクレードB 1 ，中国系をクレードB 2 としてい
る．さらに，Okada�et�al.（2017）はA系統をType�I，B

（B- 2 ）+C（B- 1 ）系統をType�IIとしている．このよ
うに，ドジョウのmtDNAの系統名には混乱があるが，
本論文では同じCytb遺伝子の塩基配列を用いた小出水
ほか（2009）を元に，それぞれA系統，中国系統（B系
統），在来系統（C系統）とする．

本研究で塩基配列が得られた12個体のうち 9 個体は中
国系統のmtDNAであり，在来系統は 2 個体しか見つか
らなかった．向井ほか（2011）では岐阜県岐阜市（ 5 個
体），羽島市（ 6 個体），土岐市（ 8 個体）の計19個体の
うち，在来系統のmtDNAの個体は16個体，中国系統は

岐阜市産の 3 個体のみだった．小出水ほか（2009）で用
いられている岐阜県産 5 地点19個体もすべて在来系統で
あり，岐阜県は中国系統のドジョウの侵入が少ない可能
性がある．それに対して小出水ほか（2009）での愛知県
産 3 地点10個体については， 1 地点（尾張旭市 5 個体）
が在来系統であり，田原市（ 1 個体）と弥富市（ 4 個体）
はすべて中国系統であった．清水・高木（2010）におい
ても庄内川水系の中切川（論文中では岐阜県とされてい
るが，愛知県の春日井市から名古屋市北区と思われる）
のドジョウ 5 個体中 4 個体は在来系統だったが， 1 個体
は中国系統のハプロタイプであった．他の地方の場合，
栃木県においては広くドジョウのmtDNAが解析されて
おり，在来系統のドジョウの分布が少ないことが示され
ている（小出水ほか，2010）．大阪府においても在来系
統のドジョウに置き換わる形で中国系統のドジョウが広
がっており（松井・中島，2020），愛知県内においても
同様に中国系統のドジョウに置き換わりつつあることが
考えられる．

名古屋市産のドジョウについては，A系統のmtDNA
を持つ個体（NBC-FI.0009）が才井戸流に分布すること
が本研究で示された．A系統のドジョウは，これまで太
平洋側は神奈川県以東，日本海側は福井県以北でのみ知
られており（中島・内山，2017；Okada�et�al.,�2017），
東海地方や関西以西の西日本においては見つかっていな
い．今後の研究が必要ではあるが，本研究では既知の分
布域から大きく離れた名古屋市内において局所的に見つ
かったことから，人為的な移入の可能性があると考えら
れる．

A系統のドジョウについては，中島・内山（2017）に
よって，雄の胸鰭の骨質板の形状が他のドジョウとは異
なるとしてキタドジョウの新称が提唱されている．ま
た，Okada�et�al.（2017）は，福井県中池見湿地におい
てType�I（A系統）とType�II（B+C系統）の間に生殖
隔離が見られるとして，ドジョウ隠蔽種Type�IとType�
IIとしている．�A系統のドジョウの雄の骨質板の形状に
は変異が多く，キタドジョウ以外のドジョウ属の隠蔽種
も含む可能性も考えられるため（旗ほか，2020），�A系
統のドジョウの分類学的検討は今後の課題とされてい
る．さらに，2022年にサハリン産のA系統のドジョウが
M. chipisaniensisと し て 記 載 さ れ た が（Shedko�and�
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図 1 ．�名古屋市産ドジョウ12個体（NBC）と，小出水ほか（2009）のドジョウA系統の11ハプロタイプ及び愛知県産
のB系統とC系統の19ハプロタイプ（H），向井ほか（2011）の岐阜県産ドジョウとカラドジョウの 7 ハプロタ
イプ（g）を用いた近隣結合法による系統樹．既知のハプロタイプは「ハプロタイプ名_Accession�No.」とし
て示した．内部枝のブーツストラップ確率は80％以上のもののみ表示した．スケールバーは遺伝距離．
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Vasil’eva,�2022），日本産の標本との形態的比較はされて
おらず，キタドジョウもしくはドジョウ隠蔽種と同種と
することが妥当かどうかは不明である．したがって，本
研究で見つかった個体（NBC-FI.0009）についても，キ
タドジョウM.�sp.�（Clade�A），ドジョウ隠蔽種Type�I，
もしくはM. chipisaniensisのいずれかと同種とするかど
うかは，今後の追加標本と形態形質等の比較検討が必要
である．�
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